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町
村
が
認
め
た
認
定
農
業
者
を
対
象

に
農
地
取
得
や
施
設
整
備
等
に
必
要

な
長
期
資
金
を
低
利
で
融
通
す
る
も

の
で
す
。

私
が
担
当
し
始
め
た
当
時
、
大
阪

府
で
は
同
資
金
の
融
資
実
績
が
ゼ
ロ
、

当
時
の
農
公
近
畿
支
店
さ
ん
と
し
て

も
大
人
の
事
情
上
、
何
と
か
ま
ず
は

一
件
の
実
績
を
、
と
頑
張
っ
て
お
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
大
阪
府
第
一

号
と
し
て
、２
つ
の
案
件
が
同
時
進

随　　想
「
日
本
の
食
は
大
丈
夫

か
」
と
い
っ
た
話
題
を
見
聞

き
す
る
度
に
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
約
30

年
前
、
私
は
営
業
二
課
と
い

う
部
署
で
農
業
融
資
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
件
数
と
し

て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が

農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
代
理

業
務
で
す
。

農
林
公
庫
か
ら
受
託
す
る

仕
事
の
中
で
も
、
最
も
時
間

と
労
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
た

の
が
、「
農
業
経
営
基
盤
強

化
資
金
」
略
称
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
の
利
用
促
進
で
す
。
こ

れ
は
、
１
９
９
３
年
の
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
制
定

の
翌
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度

資
金
で
、
農
林
公
庫
が
、
市

行
し
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。い

ず
れ
も
有
名
な
篤
農
家
で
、そ
の
お

一
人
は
水
稲
農
家
で
し
た
。若
輩
担

当
者
が
苦
労
し
た
の
は
、公
庫
が
求

め
る
多
種
多
様
な
書
類
を
な
か
な
か

用
意
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
で
す
。

「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
言
う
な
ら
借
り

へ
ん
ぞ
！
」
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
時
は
農
協
支
店
の
課
長
さ
ん

に
泣
き
つ
き
ま
す
。「
ど
な
い
し
た

ん
？
」「
Ａ
さ
ん
が
書
類
揃
え
て
く

れ
な
く
て
困
っ
て
ま
す
」「
Ａ
く
ん

は
ま
た
そ
ん
な
こ
と
言
う
て
る
ん

か
？
私
か
ら
言
う
と
い
た
る
か
ら
、

ま
た
お
い
で
」
次
に
支
店
に
お
邪
魔

す
る
と
、
そ
こ
に
は
見
事
に
書
類
が

届
い
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
女
性

課
長
さ
ん
と
Ａ
さ
ん
は
小
学
校
時
代

の
同
級
生
。
あ
あ
、
子
供
時
代
の
力

関
係
よ
、
永
遠
な
れ
。

融
資
実
行
も
近
づ
い
た
あ
る
日
、

Ａ
さ
ん
宅
で
仕
事
の
話
が
終
わ
る
と

コ
ッ
プ
酒
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
俺
は
な
、
も
っ
と
も
っ
と
広
い
と

こ
ろ
で
思
い
っ
き
り
米
を
作
り
た
い

ん
や
」
と
熱
く
語
る
Ａ
さ
ん
が
次
に

言
っ
た
言
葉
を
、
特
に
最
近
よ
く
思

い
出
し
ま
す
。「
俺
た
ち
は
世
の
中

が
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
絶
対
に

飢
え
死
に
だ
け
は
せ
え
へ
ん
。
何
で

か
わ
か
る
か
？
俺
た
ち
は
食
べ
る
も

の
の
作
り
方
を
知
っ
て
る
か
ら
や
。

自
分
で
食
い
も
ん
作
れ
ん
ね
ん
。
だ

か
ら
死
な
へ
ん
。」
こ
の
自
信
と
プ

ラ
イ
ド
、
カ
ッ
コ
い
い
！
と
思
い
ま

し
た
。

Ａ
さ
ん
の
言
葉
は
と
て
も
シ
ン
プ

ル
で
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
て
こ
と

は
、
食
べ
る
も
の
を
作
れ
な
い
自
分

は
死
ん
じ
ゃ
う
の
か
？
そ
れ
は
嫌
だ

な
。
で
も
幸
い
農
業
関
連
団
体
に
身

を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
る
か
ら
、
せ

め
て
、
作
れ
る
人
た
ち
に
は
、
い
つ

ま
で
も
み
ん
な
の
分
ま
で
作
り
続
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
は
こ
こ
で

役
割
を
全
う
し
よ
う
。
30
年
経
っ
た

今
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
る
も
の
を

作
る
と
い
う
こ
と

大
阪
府
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

専
務
理
事

照
井

英
俊

◇
筆
者
の
紹
介
（
て
る
い

ひ
で
と
し
）

昭
和
41
年
生
ま
れ
。
平
成
元
年
、
大
阪
府
信

用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
入
会
。
総
合
企
画
部

長
、
資
金
証
券
部
長
を
経
て
、
平
成
29
年
に
常

務
理
事
。
令
和
５
年
６
月
よ
り
現
職
。

北
河
内
地
区
農
業
委
員
会
職
員
協

議
会
が
２
月
13
日
、
大
東
市
役
所
で

開
か
れ
、
14
人
が
出
席
し
た
。
協
議

会
で
は
、
女
性
委
員
の
登
用
、
下
限

面
積
要
件
撤
廃
後
の
３
条
申
請
、
盛

土
規
制
法
の
対
応
、
委
員
の
活
動
、

地
域
計
画
の
進
め
方
、
市
独
自
の
農

地
バ
ン
ク
・
農
地
中
間
管
理
事
業
、

農
地
台
帳
、
生
産
緑
地
の
耕
作
状
況

な
ど
の
各
市
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議

大
阪
府
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の

米
政
策
改
革
推
進
部
会
が
１
月
23
日
、

Ｊ
Ａ
大
阪
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ

た
。部

会
で
は
、
令
和
５
年
度
水
田
活

用
直
接
支
払
金
（
産
地
交
付
金
）
の

活
用
実
績
や
、
令
和
６
年
産
に
お
け

る
水
田
活
用
予
算
の
見
直
し
な
ど
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
農
業
会
議
増
山
主
幹
か

ら
、
１
月
に
農
業
会
議
と
職
員
協
議

会
で
作
成
し
た
農
地
法
等
業
務
推
進

検
討
会
に
お
け
る
協
議
・
検
討
報
告

書
（
中
間
報
告
）
か
ら
報
告
。
地
区

計
画
と
転
用
許
可
の
取
り
扱
い
、
土

地
の
造
成
の
み
を
目
的
と
し
た
農
地

転
用
、
営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
の

転
用
案
件
、
違
反
転
用
の
追
認
・
不

許
可
案
件
な
ど
に
つ
い
て
、
留
意
事

項
を
報
告
し
た
。

（
増
山
）

協
議
事
項
は
６
年
度
産
地
交
付
金

の
メ
ニ
ュ
ー
設
定
に
つ
い
て
、
担
い

手
加
算
の
う
ち
集
落
営
農
に
つ
い
て
、

担
い
手
不
足
に
対
す
る
課
題
解
決
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
、

他
対
象
者
と
比
較
し
て
高
い
単
価
を

設
定
す
る
。

報
告
事
項
で
は
、
肥
料
価
格
高
騰

対
策
事
業
（
国
庫
）
の
実
施
状
況
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
府
農
業
共
済
組
合

か
ら
は
、
収
入
保
険
制
度
等
の
推
進

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。（

北
川
）

◇
日
時

３
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

◇
場
所

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪

◇
議
案

５
年
度
収
支
予
算
補
正
、

６
年
度
収
支
予
算
・
事
業

計
画
等

※
臨
時
総
会
終
了
後
、
市
町
村
農
業

委
員
会
会
長
・
農
業
会
議
会
員
等

合
同
会
議
を
予
定
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水
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協
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政
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改
革
推
進
部
会

お
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ら
せ

第
１
５
７
回
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会

北
河
内
地
区
職
協
開
催


